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士別ロータリークラブ会報
創立1960・３・24　　ＲＩ第2500地区

■R I  HP　https://www.rotary.org/ja
■2500地区HP　https://2025-2026.rid2500.jp/
■士別RC HP　http://www.douhoku.jp/sibeturc/
■例会場／士別グランドホテル
■例会日／毎週月曜日　12：10～ 13：10
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2025-2026年度 国際ロータリー・テーマ
会長 フランチェスコ・アレッツォ
「よいことのために手を取り合おう」
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司　　　会　片庭隆暁　会場監督
斉　　　唱　国歌斉唱・奉仕の理想・四つのテスト
本日の出席　会員 44人中　出席者 34名　出席率 77.27％
本日の欠席　大江智宣、大橋直幸、北村浩史、國森和麿、近藤峯世、宍戸　淳、田中道也、

　奈良康弘、深尾幸夫、細川博司

ニコニコBOX　片庭隆暁（PTA会長として士別翔雲高等学校卒業式終了御礼）
山下卓巳（士別ジンギスカン 2号店オープン記念｢3/5 OP 札幌市中央区大通西 18丁目｣）
榎本實男、法邑和浩、但木行久（誕生日）

　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　累計 229,000 円

第 3009 回例会　2026年3月16日（月）
今日のプログラム：例会・結婚祝い

●前回（3月2日）の記録／例会・誕生祝い・理事会

■３月　２日 ㈪　例会・理事会
■３月　９日 ㈪　特別休会
■３月１６日 ㈪　例会
■３月２３日 ㈪　早朝例会
■３月３０日 ㈪　夜間例会

●例会予定
◆３月例会（水と衛生月間） ◆４月例会（環境月間）

■４月　６日 ㈪　例会・理事会
■４月１３日 ㈪　早朝例会
■４月２０日 ㈪　早朝例会
■４月２７日 ㈪　夜間例会

2025-2026年度 RI2500地区・スローガン
「Rotary のことを熱く語ろう！

～Rotarian Benefits を紡ぎ、そして育むために～」

「精力善用～「精力善用～
　　それぞれの持てる力を共に奉仕へ」　　それぞれの持てる力を共に奉仕へ」
「精力善用～
　　それぞれの持てる力を共に奉仕へ」



2025-2026年度
士別ロータリー・スローガン

■会　長／但 木　行 久
■副会長／井 口　裕 史
■幹　事／山 下　卓 巳
■事務所／士別グランドホテル（東3条6丁目）
　　　　　TEL  0165-23-1234

「精力善用～
　　それぞれの持てる力を共に奉仕へ」

■会務報告・・・・但木行久　会長
皆さん、こんにちは。
28 日、イスラエルとアメリカがイラン
に対して軍事攻撃を行い、中東地域の
緊張が一気に高まりました。
エネルギーの問題として、 日本は原油の
約 9 割を中東に頼っている中、ホルム
ズ海峡の封鎖、今後の原油価格の跳ね
上がりにより、ガソリン代、電気代など、
エネルギーの高騰が懸念されます。
さらに、 外交安全保障の問題として、 ア
メリカと同盟関係にある日本は、国際
社会の中で微妙な立ち位置を求められ、
中東諸国との関係も大切にしながら、
同盟国アメリカとの協調も、維持しな
ければならない、きわめて難しい状況
になると思われます。
中東情勢の緊張が高まる事により、ア
ジアでの台湾海峡、朝鮮半島といった
日本の近くでも不安定さが増す可能性
がある中、昨年の国会での野党からの
存立危機事態に関しての質問が問題と
なりましたが、「台湾有事」に関しては、
中国が台湾に対して軍事的な行動を起
こすシナリオを指しますが、中国は台
湾を自国の領土の一部だと主張してお
り、近年、台湾への軍事的圧力を強め
ています。
これに対し、アメリカが台湾と友好的
な関係を築いているため、この地域も、
非常に緊迫した状況にあり、中国・ロ
シアの動きが注視されているところで
す。
我々一人一人に、出来ることは限られ
ますが、遠い国の対岸の火事ではなく、
そこには生活があり、家族があり、日
常があります。 その視点を、持ち続ける
ことは、日本人としての品格を守るこ
とに繋がる事となり、一日でも早い外
交による解決を望むところであります。
さて、５日より、WBCが開催されます。
1895 年から 1945 年までの 50 年間の
台湾の日本統治時代に、台湾に伝わっ

た物の一つに、野球がありました。台
湾では、学校教育の中で野球が広まり、
現在では、国技ともいえるほど、熱狂
的に愛されているスポーツです。
1931 年には嘉義農林（かのうりん）学
校が台湾代表として甲子園に出場し、
準優勝という快挙を成し遂げ、現在の
台湾野球の礎となっています。
WBC、1 次リーグ、６日の初戦は、日
本対チャイニーズタイペイ戦がおこな
われます。
侍ジャパンの連覇と共に、台湾チーム
の活躍にも期待し、熱い声援を送りた
いと思います。
以上、会務報告と致します。
■幹事報告・・・・・山下卓巳　幹事
❶今月は、水と衛生月間です。
❷ＩＭ運営委員会　会議を 3月 9 日 12
時から開催予定です出席義務者の方は
参加よろしくお願いいたします。
❸第 3 回クラブ協議会のご案内です。
今回は新旧クラブ協議会となります。3
月 26日（木）18時からです。
❹来週 9 日は特別休会です。次回の例
会は 16 日です。よろしくお願いいたし
ます。
❺本日例会終了後、理事会を行います、
出席義務者の方は、よろしくお願いし
ます。
■誕生祝・・・親睦活動家族委員会　
　　　　　　　　　　山本政史委員長

但木行久、法邑和浩、榎本實男、 各会員


